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1 　「開始」の合図があるまで開いてはいけません。

2 　答えは、すべて解答用紙に書きなさい。

　　�答えとして記号を選ぶ問題は、下の【解答例】にならい、すべて解答用紙の記号を

　　○で囲みなさい。また、答えを訂
ていせい

正するときは、もとの○をきれいに消しなさい。

　　【解答例】

ア イ エ

　　解答用紙の採
さい

点
てん

欄
らん

には、何も書いてはいけません。

3 　問題は、中の用紙のＡ面に 1、Ｂ面に 2、Ｃ・Ｄ面に 3があります。

4 　「開始」の合図で、まず、解答用紙に受験番号を書きなさい。

5 　「終了」の合図で、すぐ鉛
えん

筆
ぴつ

を置きなさい。
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大阪府立中学校入学者選抜適性検査問題
（大阪府立咲くやこの花中学校に係る入学者選抜）

適 性 検 査 Ⅱ
〔ものづくり（理工）分野〕
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Ａ　面 適性検査Ⅱ（算数的問題）（大阪府立水都国際中学校に係る入学者選抜・大阪府立富田林中学校に係る入学者選抜）
�　次の問いに答えなさい。

⑴�　次の計算をしなさい。

　　 0.75 ＋ 0.25 ÷　× 6

⑵�　りんさんとうたさんは公園にそれぞれあめ玉を何個か持ってきました。2人が持っ
てきたあめ玉の個数はあわせて 24 個でした。りんさんは、自分が持ってきたあめ玉の
個数の　の個数のあめ玉をうたさんにあげました。すると、2人が持っているあめ玉
の個数は同じになりました。りんさんが公園に持ってきたあめ玉の個数は何個ですか。
求めなさい。

⑶�　図 1は、直方体の展開図です。図 1中の点A、B、C、D、Eは、いずれもこの展開図
を組み立ててできる直方体の頂点になる点であり、ABの長さは 7 cm、AEの長さは 13 cm、
CDの長さは 16 cmです。この展開図を組み立ててできる直方体の体積は何cm3 ですか。
求めなさい。
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Ａ　面

⑷�　「ある数」は 100 より大きい整数です。また、「ある数」を 12 でわっても 21 でわっ
てもあまりは 11 です。「ある数」として当てはまる数のうち、最も小さい数は何です
か。求めなさい。

⑸�　1 円硬
こう

貨
か

、5 円硬貨、10 円硬貨、50 円硬貨、100 円硬貨がそれぞれ 1枚ずつありま
す。この 5枚の硬貨から 3枚を選び、選んだ硬貨の金額の合計を考えます。例えば、
1円硬貨、5円硬貨、10 円硬貨の 3枚を選ぶと、選んだ硬貨の金額の合計は 16 円です。
選んだ硬貨の金額の合計が 65 円以上になる 3枚の硬貨の選び方は何通りですか。求め
なさい。

⑹�　図 2中の三角形OABは辺AOと辺BOの間の角の大きさが 110 °の三角形です。点O
は円の中心であり、点C、D、E、Fは、点Oを中心とする円の円周上の点です。また、
点C、D、E、Fは、三角形OABの辺上の点でもあります。直線CDと直線 EDの間の
角を角あ、直線 EF と直線 OF の間の角を角いとします。角あの大きさと角いの大
きさの合計は何度ですか。求めなさい。
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Ａ　面 Ａ　面適性検査Ⅱ〔ものづくり（理工）分野〕（大阪府立咲くやこの花中学校に係る入学者選抜）

�　次の問いに答えなさい。

⑴

⑵��　

1 ⑶�　

⑷�　
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Ｃ　面

�　まきさんは、図 1のような、4つの　と、4つの　がある図を考えました。図 1中のそ
れぞれの　と　には整数が入ります。図 2のように、　に入る整数をア、イ、ウ、エと
し、　に入る整数を A、B、C、Dとします。ア、イ、ウ、エと A、B、C、Dは、あとの
ルール 1にしたがいます。

ルール 1

　�　ア、イ、ウ、エは、いずれも 1以上 9以下の整数である。また、アとイとウとエは
すべて異なる整数で、ア＜イ、イ＜ウ、ウ＜エである。
　�　Aはアとイの和、Bはイとウの和、Cはウとエの和、Dはエとアの和である。

　例えば、図 3のように、アが 1、イが 3、ウが 4、エが 5のと
き、Aは 1と 3の和の 4、Bは 3と 4の和の 7、Cは 4と 5の和
の 9、Dは 5と 1の和の 6です。
　⑴、⑵の問いに答えなさい。

⑴�　図 4のように、アが 3、ウが 8、Bが 13、Dが 12 のとき、
イ、エ、A、Cはそれぞれ何ですか。求めなさい。

⑵�　まきさんは、Aと Bと Cと Dの和や、Aと Cの和、Bと Dの和について考え、気づ
いたことをまとめました。まきさんの考えとまきさんのまとめを参考に、①、②の問
いに答えなさい。

　まきさんの考え
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例えば、アが 2、イが 3、ウが 6、エが 9のとき、Aは 2＋ 3、Bは 3＋ 6、Cは 6＋ 9、
Dは 9＋ 2となることから、
Aと Bと Cと Dの和は、��（ 2＋ 3）�＋�（ 3 ＋ 6 ）�＋�（ 6 ＋ 9 ）�＋�（ 9 ＋ 2 ）
� ＝�（ 2 ＋ 3 ＋ 6 ＋ 9 ）�＋�（ 2 ＋ 3 ＋ 6 ＋ 9 ）
� ＝�（ 2 ＋ 3 ＋ 6 ＋ 9 ）�× 2
Aと C の和は、（ 2＋ 3）�＋�（ 6 ＋ 9 ）�＝ 2 ＋ 3 ＋ 6 ＋ 9
 B と Dの和は、（ 3＋ 6）�＋�（ 9 ＋ 2 ）�＝ 2 ＋ 3 ＋ 6 ＋ 9
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Ｃ　面

　

　まきさんのまとめ
　

　①　まきさんのまとめ中の に当てはまる言葉を書きなさい。

　②�　まきさんは、図 5のような、図 1に 4つの　　を加えた図を考えました。図 5中の
それぞれの　　　にも整数が入ります。図 6のように、　　　に入る整数をW、X、Y、Z
とします。W、X、Y、Zは、あとのルール 2にしたがいます。また、ア、イ、ウ、エ
と A、B、C、Dは、ルール 1にしたがいます。

　　ルール 2

Wは Aと Bの和、Xは Bと Cの和、Yは Cと Dの和、Zは Dと Aの和である。

　　　ⅰ、ⅱの問いに答えなさい。

　　ⅰ�　図 7のように、イが 4、エが 9、Wが 17 のとき、
Yは何ですか。求めなさい。

　　ⅱ�　図 6において、Wと Xと Yと Zの和が 112 であり、Wと Zが等しいとき、ア、
イ、ウ、エはそれぞれ何ですか。求めなさい。

また、アが 1、イが 5、ウが 6、エが 7のとき、Aは 1＋ 5、Bは 5＋ 6、Cは 6＋ 7、
Dは 7＋ 1となることから、
Aと Bと Cと Dの和は、��（ 1＋ 5）�＋�（ 5 ＋ 6 ）�＋�（ 6 ＋ 7 ）�＋�（ 7 ＋ 1 ）
� ＝�（ 1 ＋ 5 ＋ 6 ＋ 7 ）�＋�（ 1 ＋ 5 ＋ 6 ＋ 7 ）
� ＝�（ 1 ＋ 5 ＋ 6 ＋ 7 ）�× 2
Aと C の和は、（ 1＋ 5）�＋�（ 6 ＋ 7 ）�＝ 1 ＋ 5 ＋ 6 ＋ 7
 B と Dの和は、（ 5＋ 6）�＋�（ 7 ＋ 1 ）�＝ 1 ＋ 5 ＋ 6 ＋ 7

Aと Bと Cと Dの和は、アとイとウとエの和の 2倍である。Aと Cの和と Bと D
の和は等しい。また、Aと Cの和も、BとDの和も、 と等しい。
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Ｂ　面 Ｂ　面

�　2

　　ⅱ�　図 6において、Wと Xと Yと Zの和が 80 であり、Wと Zが等しいとき、考え�
られるア、イ、ウ、エの組み合わせは何通りありますか。求めなさい。
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Ｃ　面 Ｃ　面

�　科学館で宇宙に関する展示を見たひろやさんとやよいさんは、地球、月、火星、太陽に�
ついて考えることにしました。⑴、⑵の問いに答えなさい。ただし、円周率は 3.14 としま�
す。

⑴�　 2 人は、地球と月をそれぞれ球に見立て、その大きさについて考えることにしました。�
地球を球に見立てたものを球Ａ、月を球に見立てたものを球Ｂとし、球Ａの半径は�
6378 km、球Ｂの半径は 1737 kmとします。図 1は、球Ａを中心を通る平面で半分に切っ�
たものと、球Ｂを中心を通る平面で半分に切ったものを表しており、切り口はいずれも�
円です。①、②の問いに答えなさい。

　①�　図 1において、球Ａの切り口の円周の長さは何 kmですか。求めなさい。ただし、�
答えは小数第一位を四捨五入して一の位までのがい数で表すこと。

　②�　球Ａを直径 24.5 cmのバスケットボールと同じ大きさにしたとき、球Aの直径と球Ｂ�
の直径の比が変わらないものとすると、球Ｂはどのくらいの大きさになりますか。次�
のア～エのうち、最も近いと考えられるものを 1つ選び、記号を○で囲みなさい。

　　　ア　直径 22.0 cmのサッカーボール	 イ　直径 9.7 cmのソフトボール
　　　ウ　直径 6.7 cmのテニスボール	 エ　直径 4.0 cmの卓

たっ

球ボール

3

図 1  

球Ｂを中心を通る平面で
半分に切ったもの  

球Ａを中心を通る平面で
半分に切ったもの  

6378km

1737km

きゅう

⑵�　 2 人は、地球と火星が、太陽のまわり�
を円をえがくように動いていることを科�
学館で知りました。図 2は、地球と火星�
が太陽のまわりを動くようすを模式的に�
表したものであり、矢印（ ）は地�
球と火星が太陽のまわりを動く向きを表�
しています。①、②の問いに答えなさい。

　①�　 2 人は、地球が太陽のまわりを 1周するのにかかる日数が約 365.24 日であるため、�
1 年が 365 日である年と 366 日である年があることを知りました。1年が 365 日である�
年は平年、1年が 366 日である年はうるう年と呼ばれています。2人が調べたところ、�
ある年を西

せい

暦
れき

x 年としたとき、西暦 x年が平年であるかうるう年であるかについて、�
次のきまりがあることがわかりました。

　　きまり

　　

　　�　例えば、2024 は 4 でわり切れるので、西暦 2024 年はうるう年です。また、1900 は�
4 でわり切れますが、100 でわり切れ、400 でわり切れないので、西暦 1900 年は平年�
です。

　　�　ⅰ、ⅱの問いに答えなさい。ただし、ⅰ、ⅱにおいて、きまりは常に成り立つも�
のとします。

　　ⅰ�　西暦 2001 年から西暦 2400 年までの 400 年間に、うるう年は何回ありますか。求�
めなさい。

　　ⅱ�　西暦 2026 年 1 月 24 日は土曜日です。100 年後の西暦 2126 年 1 月 24 日は何曜日�
ですか。求めなさい。答えを求める過程がわかるように、途

と

中の式をふくめた求�
め方も書くこと。

図 2  

地球 

火星 

太陽 

火星が太陽のまわり
を動く道すじ

地球が太陽のまわり
を動く道すじ

1． xが 4 でわり切れるとき、西暦 x年はうるう年である。例外として、xが 100 で�
わり切れ、400 でわり切れないとき、西暦 x年は平年である。
2． xが 4でわり切れないとき、西暦 x年は平年である。

ちゅう
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Ｄ　面 Ｄ　面

　②�　 2 人は、地球と火星が太陽のまわりを動くようすについて考えることにしました。�
ⅰ、ⅱの問いに答えなさい。ただし、地球と火星それぞれが太陽のまわりを動く道す�
じは、太陽の中心を中心とした円であるものとし、太陽のまわりを 1周するのにかか�
る日数は地球が 365 日、火星が 687 日であるものとします。また、地球と火星はそれ�
ぞれ一定の速さで動くものとします。

　　ⅰ�　火星が太陽のまわりを動く道すじ 1周の長さは、地球が太陽のまわりを動く道す�
じ 1 周の長さの 1.5 倍であるものとすると、火星が太陽のまわりを 1日で動く道の�
りは、地球が太陽のまわりを 1日で動く道のりの何倍ですか。次のア～エのうち、�
最も適しているものを 1つ選び、記号を○で囲みなさい。

　　　　ア　約 0.5 倍　　　イ　約 0.8 倍　　　ウ　約 1.3 倍　　　エ　約 1.9 倍

　　ⅱ�　地球の中心と火星の中心と太陽の中心が、常に同じ平面の上にあるものとします。 
図 3は、あるときの地球の中心から火星の中心までの距

きょ

離
り

を表したものです。この距�
離は、地球と火星の位置によって変化します。図 4は地球と火星と太陽それぞれの中�
心が太陽、地球、火星の順で一直線に並んでいるようすを表しており、このとき、地�
球の中心から火星の中心までの距離は最も短い状態（以下、「最接近」とします）と�
なっています。

　　　�　 2 人は、ある「最接近」から次の「最接近」までに何日かかるかについて考える�
ことにしました。次の文章は、「最接近」の 1日後の地球と火星について 2人がまと�
めたものです。Ⓐ、Ⓑの問いに答えなさい。

　　　【まとめ】

　地球の中心を点 P、太陽の中心を点Q、火星の中心を点Rとする。図 5は、�
「最接近」のときの、点Pと点Qと点Rの位置の関係を表したものである。図 6 
は、「最接近」の 1日後の、点 Pと点Qと点Rの位置の関係を表したものである。

図 3

地球 

火星 

太陽

地球の中心から火星の
中心までの距離

図 4  

地球の中心から火星の
中心までの距離  

　地球は太陽のまわりを 365 日で 1周し、火星は太陽のまわりを 687 日で 1周
することから、「最接近」の 1日後の直線 PQと直線RQの間の角の大きさは、�
ⓐ の式により求めることができ、小数第四位を四捨五入して小数第三位ま

でのがい数で表すと、約 0.462 °である。

　　　Ⓐ�　次のア～エのうち、【まとめ】中の ⓐ に入る式として最も適しているも
のを 1つ選び、記号を○で囲みなさい。

　　　　　ア　　－ 　　　　イ　　÷ 　　　　ウ　　－ 　　　　エ　　÷ 　

　　　Ⓑ�　直線 PQと直線RQの間の角の大きさは、「最接近」の 1日後に 0.462 °になる�
ものとすると、「最接近」の 2日後に 0.924 °、「最接近」の 3日後に 1.386 °に�
なります。このとき、ある「最接近」から次の「最接近」までは、何日かかる�
と考えられますか。求めなさい。ただし、答えは一の位を四捨五入して十の位�
までのがい数で表すこと。

図 5  
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